
個人用プロファイルと職場用プロファイルの両方を持つデバイスにのみ適用されます。

あるプロファイル（個人用または仕事用）からコピーしたテキストを、別のプロファイルに貼り付けること
ができるかどうか。

許可しない（デフォルト）
：ユーザーが、職場用プロファイルからコピーしたテキストを、個人用プロファイルに貼り付けるのを
禁止します。個人用プロファイルからコピーしたテキストは、職場用プロファイルに貼り付けることが
できます。

許可
：どちらのプロファイルでコピーされたテキストも、もう一方のプロファイルに貼り付けることができ
ます。

 

あるプロファイル (個人用または職場用 )
のデータが、別のプロファイルのアプリと共有できるかどうかを設定します。具体的には、インテントを介
した簡単なデータ共有を制御します。連絡先検索やコピー /ペースト、
または連携する職場用および個人用アプリ間の通信など、他のプロファイル間の通信機能は、個別に設定し
ます。

許可不可
：個人用プロファイルから業務プロファイル、または業務プロファイルから個人用プロファイルへのデ
ータ共有を禁止します。

業務プロファイルから個人用プロファイルへのデータ共有は許可されていません（デフォルト
）。
個人用プロファイル内のアプリで、業務プロファイルからデータを共有することはできません。個人用
プロファイル内のアプリは、業務データにアクセスできます。

許可済み ：どちらのプロファイルから取得したデータも、もう一方のプロファイルと共有できます。
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仕事用プロファイルのウィジェットのデフォルト設定です。特定のアプリがウィジェットのポリシーを定義
していない場合、こちらで設定されたデフォルトが適用されます。

 

個人用のプロファイルアプリが、職場用のプロファイルアプリからアプリの機能を利用できるかどうかを制
御します。 Android 16 以降が必要です。

 

職場プロファイルに保存された連絡先を、個人プロファイルの連絡先検索や着信時に表示するかどうか。

許可  (デフォルト )：職場プロファイルの連絡先を、個人プロファイルに表示することができます。

許可しない  (デフォルト )
：個人用のアプリが、職場プロファイルの連絡先にアクセスしたり、職場連絡先を検索したりすること
を防ぎます。

許可されていません（システムアプリを除く）
：ほとんどの個人用アプリが、職場プロファイルの連絡先にアクセスしたり、職場連絡先を検索したり
することを防ぎます。ただし、 OEMが提供する標準の電話、メッセージ、連絡先アプリは例外です（
Android 14 以降）。

個人プロファイルで職場連絡先を設定した場合、オプションで、 例外対象のパッケージ名
リストを定義できます。選択したモードに応じて、これらの例外は、個人用アプリに対する許可リストまた
はブロックリストとして機能します。

?????????????

この設定は、ポリシーレベルの アプリの機能
オプション（アプリ管理セクション内）に依存します。アプリの機能が 許可しない
に設定されている場合、 APIは、プロファイル間でのアプリの機能に対する 許可
という設定を拒否します。
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